
収用委員会事務局 

 

第１ 審 査 の 概 要 

  １  審査の対象 

  （１）一般会計 

 

  ２  実地審査場所 

      収用委員会事務局 

 

  ３  審査の方法 

      知事から提出された歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び

財産に関する調書について、収用委員会事務局執行分を審査した。 

   審査に当たっては、 

（１）決算計数は、正確であるか 

（２）予算の執行は、適正かつ効率的になされているか 

（３）財産の取得、管理、処分は、適正に処理されているか 

などに主眼を置き、決算書等及び証拠書類の照合等を行うとともに、関係部局から決算について

の説明を聴取するなどの方法により審査を実施した。 

 

第２ 審 査 の 結 果 

 １ 決算計数について 

      審査に付された一般会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調

  書及び財産に関する調書の計数は、誤りのないものと認められる。 

 

 ２ 事業執行等について 

   特に意見を付する事項はない。 

 

第３  決 算 の 概 要 

  １  歳入歳出決算の状況 

  （１）一般会計 

    ア 歳 入                              （単位：千円、％） 

科 目（款） 予 算 現 額 収 入 済 額 比較増（△）減額 収 入 率 

使用料及手数料          1,780          1,448 △          331      81.4 

諸    収    入 57,440         31,990 △       25,449       55.7 

計         59,220         33,439 △       25,780       56.5 
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       歳入は、第７款使用料及手数料及び第１２款諸収入の２款であり、予算現額５，９２２万円、

収入済額３，３４３万余円、比較減額２，５７８万余円、収入率５６．５％である。 

       歳入の主な内容は 

・諸収入のうち、土地収用法に基づく鑑定評価料の諸費弁償金          ３，１９６万余円 

である。 

 

     イ  歳 出                              （単位：千円、％） 

科  目（款） 予 算 現 額 支 出 済 額 翌年度繰越額 不 用 額 執 行 率

諸 支 出 金 521,000      353,906 0 167,093 67.9 

 

        歳出は、第１７款諸支出金で１項２目に区分し執行しており、予算現額５億２，１００万円、

支出済額３億５，３９０万余円、不用額１億６，７０９万余円、執行率６７．９％である。 

        執行内容は、 

      ・収用委員会の運営に要したもの  

                 （項）収用委員会費 （目）委員会費      ３，８６６万余円 

   ・事務局の運営に要したもの 

                 （項）収用委員会費 （目）管理費    ３億１，５２３万余円 

      である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 150


